
ボンドE25ロ ロ
●高強度構造補強用エポキシ樹脂

E2500は、連続繊維シート補強用の高強度エポキシ樹脂です。連続繊維シー

トヘの含浸性に優れ、構造補強用途に使用されます。高強度に加え、道正な

チクツトロピー性も有しているので、垂直面・天丼面 ・湾曲画への施工に効

果を発揮します。従来工法では難しかったコンクリート構造物の補強が可能

にな'ブます。
                   E2500S :JAIA‐ 003902 F☆ 隷 ☆

E2500W :」 A!A-003903 Fヲヤ】▼】▼ヴ▼

コンクリート構造物の連続繊維シート構造補強用エポキシ樹脂
●橋梁や建築物の梁、柱、床版の補強。

●トンネル、港湾施設、煙突、サイロ、水槽外周の補強。
●塩害被害コンクリート構造物や桟橋、河川構造物の保護補強。

―
Eけ

踏 トン ナ 雛 に 強効果を

発揮します。

重量物の運搬や騒音の問題がありません。

比重はCFシ ートは鉄の約1/4、AFシ ートは約1/5と軽量なので、鋼板に比べて施工が容易です。

耐久性に冒み、確実で効率の良い補強効果が得られます。

鉄と異なり錆びることがなく、防水効果もありますので、鉄の腐食進行を防止し、特に塩害対策に

最適です。また、施工後のメンテナンスはほとんどない経済的な工法です。

喪
E2500S E2500W

主 剤 硬 化 剤 主 剤 硬 化 剤

主  成  分 エポキシ樹脂
変性脂肪族ポリアミン

変性脂環式ポリアミン
エポキシ樹脂

変性脂肪族ポリアミン

変性脂環式ポリアミン

外 観 黄色蛍光色粘桐滋 青色粘租諸 黄色蛍光色粘租諸 青色粘穏液
混合 物外 観 緑色粘柄滋 緑色粘租液
混  合  比 主剤 :硬化剤 =2:1(質 量比) 主剤 :硬化剤 =2:1(質 量比)
混 合 粘 度 220± 5.OPa's(20℃ ) 75± 2 5Pa's(20● )

可 便 時 間 約60分 (20℃, 500g) 約70分 (10℃ ,500g)
※数値は規格値ではありませんハ

●施工面は、ホコリや油などを取り除き乾燥させてください。
●励500の主剤と硬化剤を2:1(質 量比)の 混合比で計量し、充分に混合撹拌して使用してください。
●一度に混合する量は、可使時間以内に使いきれる量にしてください。
●器具類に付着した村脂は、硬化する前に有機溶剤でふき取ってください。
●施工後24時間以上の養生が必要です。養生にあたっては、過度の振動、衡撃、水分などを与えない

ように注意してください。

●低温時は硬化が著しく遅れます。原則として5℃以上の環境で使用してください。

0-般 仕様例

※補強仕様によリシートの桐唇は2留以_とになりま坑
※表躙 仕様は状況により異なります。必ず確認のうえ施工してくださt 。ヽ
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1.硬化樹脂の性能規格 (社内規格値)

試 験 項 目 社内規格値 試 験 方 法
≡
エ 重 115± 010 JiS K 7112‐ 1999

曲 げ 強  さ (N/mmZ) 40.0以 上 JiS K 7203‐ 1995

ヨ| 張 強  さ (N′mm2) 300以 上 」iS K7113‐ 1995

引張せん断接着強さ(N′mmつ 1 0 0以 上 」iS K 6850‐ 1999

※養生 :20±1℃ 7日 間

2.炭素繊維シート積層物の性能 (測定値例)

※養生 :20±1℃ 7日 間

※炭素繊維シートは目付け300g/ポ 高 強度型を使用。

3.アラミド繊維シート積層物の性能 (演1定値例)

試 験 項 目 測 定 値 例 試 験 方 法

引  張   強   さ (N/mm2)
4285
材料破壊

JiS K 7073‐1988
1型 ダンベル

継 手 引 張 強 さ ( N / m m 2 )
4075
材料破壊

」iS K 7073‐1988

1型ダンベル10cmラップ

コンクリート接着強さ (N/mm2)
3 5

コンクリート材料破壊 (100%)
建研式引張試験
(コンクリート平板)

試 験 項 目 測 定 値 例 試 験 方 法

引  張   強   さ (N/mm2)
2870

材料破壊
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継 手 引 張 強 さ ( N / m m 2 )
2230
材料破壊

」lS K 7073‐1998
1型 ダンベル 10cmラ ップ

コンクリート擦着強さ (N/mm2)
3 4

コンクリート材料破壊 (100%)
建研式引張試験
(コンクリート平板)

※養生 t20±1℃ 7口 問

※アラミドシートはアラミド1の90トンタイプを使用。

4可 使時間 (測定値例)

品         温 度 5● 10C 15C 20C 25 30C

E2500S(考 )) 150 90 65 35

E2500W(4〕) 150 80 50 40

※混合量 :300g

ぃ  OE2500:15kgセ
ット (主剤 :1 0kg各、硬化剤 :5kg争 )

健康に有害な物質を含有しています。かされやすい物質です。

注意事項 :本品は皮フに付着したり蒸気を吸入すると、かぶれ、い毒やその他の健康障害を起こす

恐れがあります。下記の注意事項を守って取り扱ってください。

●火気のある場所では使用しない。●作業場所は充分に換気する。●取り扱い中は皮フにぶれないように注意し 必要に応じて有穂ガス用
防毒マスク、または送気マスク 保護手袋 保護メガネなどを着用する。●容器からこぼれないように出し入れする。●容器からこぼれた

場合には、砂を散布したのち処理する。●取り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行う。●作業衣などに付着した場合には す みやか
にその汚れをよく落とす。●皮フに付着した場合にはすみやかにふき取り 石 ケンと水でよく洗い諸とす。幕みや外観に変化がある場合に
は医師の診客を受ける。●蒸気やガスなどを吸い込んで気分が悪くなった場合には 空気の清浄な場所で安部にする。必要に応じて医4fFの

診察を受ける。●眼に入った場合には多量の水で洗い、必要に応じて医HHの診察を受ける。●火災F寺には、炭酸ガス、泡または紛末消火春
を用いる。●温度が40℃以下の場所を定めて保管する。また、使用後は密対する。●指定された以外の材料と混合しない。●大量に混合す
ると 発 熱し煙が発生したり可使時間が短くなることがあるb可使時間以内に使いとれる量を混合する。●温度が5で以下になると 種 捕
に硬化が遅くなる。

※使用にあたっては、製品安全データシー ト (MsDS)を お読みください。

※本品は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますようお願いいたします。(記載

の性状等は2004年5月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。)

国際単位系(SDによる数値の換算は、l kgf‐9.8N、lcP=lmPa's、l kgf・cm=9,8×10角、lMPa‐lN/mぱです。
lN/m甫は約10.2kg7cm2に相当します。

本資料の技術情報、標準処方例は当社の試験 研究に基づいたもので、信頼しうるものと考えますが、

と具なる結果を生することがあります。実際の諸性能、諸特になどについては ご需要家各位で試験

記載の話性能および話特性などは 材料や使用条件などにより本資料

研究ならびに検討の上 ご使用いただきますようお願いいたします.
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